
年
金
に
つ
い
て

質
問  

国
民
年
金
保
険
料
納
付
率
は
６

割
を
切
っ
た
。
年
金
不
信
は
根
強
く
、

社
保
庁
の
不
祥
事
以
来
国
民
の
信
頼
は

な
い
。
公
的
年
金
が
こ
の
状
態
で
は
、

若
い
人
に
夢
も
希
望
も
な
い
。
こ
の
背

景
の
原
因
は
年
金
に
対
す
る
不
信
感
と

矛
盾
が
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
旧
態
依

然
と
し
た
制
度
や
手
法
は
現
実
的
で
な

く
徹
底
し
た
改
革
が
必
要
。
未
加
入
者

未
納
滞
納
の
目
先
き
の
対
処
の
み
で
解

決
し
な
い
。
負
担
者
は
将
来
の
生
活
設

計
の
た
め
皆
年
金
互
助
会
的
な
思
い
入

れ
で
何
十
年
も
預
金
積
立
と
考
え
て
も

い
る
。
今
や
毎
月
１
万
５
１
０
０
円
掛

金
で
毎
年
ス
ラ
イ
ド
方
式
。
受
益
者
の

支
給
年
齢
前
に
死
亡
し
た
場
合
の
優
遇

措
置
は
な
い
。
こ
の
点
に
メ
ス
を
入
れ

抜
本
的
改
革
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
支

給
年
齢
の
引
き
上
げ
、
受
給
者
に
強
い

痛
み
を
伴
わ
せ
る
こ
と
は
実
効
性
が
上

が
ら
な
い
。
年
金
破
綻
論
ま
で
浮
上
。

前
向
き
の
問
題
設
定
を
な
ぜ
や
ら
な
い

の
か
。
各
首
長
力
を
合
わ
せ
国
に
強
く

要
望
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁  

ご
指
摘
の
通
り
、
市
は
全
国
都

市
国
民
年
金
協
議
会
の
一
員
と
し
て
制

度
改
革
の
要
望
・
提
言
を
し
て
い
き
た

い
。
行
政
組
織
に
対
す
る
不
信
感
を
踏

ま
え
啓
発
活
動
に
努
め
る
。

原
発
に
つ
い
て

質
問  

危
機
管
理
能
力
も
な
く
人
的
災

害
に
等
し
い
未
曾
有
の
事
故
で
国
民
は

被
災
し
た
。
今
後
30
年
間
の
不
安
に
対

し
て
の
確
実
な
対
応
や
療
法
も
国
民
に

示
す
こ
と
な
く
未
だ
に
正
確
な
情
報
提

供
も
な
い
。
若
い
世
代
の
生
命
に
重
大

な
影
響
が
あ
り
、
風
評
被
害
も
懸
念
す

る
。
誤
解
の
な
い
正
確
な
情
報
を
市
民

に
伝
え
る
義
務
が
あ
る
。
水
俣
病
の
二

の
舞
に
な
ら
な
い
努
力
が
必
要
。
市
民

に
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
正
確
な
安
全

基
準
値
と
測
定
周
期
書
を
配
布
す
べ
き

で
あ
る
。

答
弁  

県
の
指
導
を
仰
ぎ
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。
放
射
性
物
質
を
含
ん

だ
汚
泥
等
に
は
安
全
管
理
に
万
全
を
期

し
て
い
き
た
い
。
検
査
結
果
は
公
表
す

る
。
今
後
も
状
況
確
認
と
線
量
検
査
を

実
施
し
て
い
く
。

山賀　清一 議員

総務文教常任委員会

○
閉
会
中
の
継
続
調
査
事
項
（
12
月
定
例
会
ま
で
）

⑴
阿
賀
野
市
消
防
本
部
署
所
再
編
計
画
に
つ
い
て

⑵
水
原
中
学
校
改
築
実
施
設
計
に
つ
い
て

⑶
阿
賀
野
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

⑷
市
民
交
流
エ
リ
ア
整
備
事
業
に
つ
い
て

愛
知
県
大
府
市　

Ｊ
Ａ
あ
ぐ
り
タ
ウ
ン
げ
ん
き
の
郷

常
任
委
員
会
の
活
動

平
成
平
成
2323
年
７
月
５
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

年
７
月
５
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
７
月
５
日
に
先
進
地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

事
業
開
始
時
の
基
本
方
針
、
整
備
計
画
策
定
の
プ
ロ

セ
ス
等
を
研
修
し
て
き
ま
し
た
。

　

げ
ん
き
の
郷
は
都
市
農
村
交
流
複
合
拠
点
施
設
と
し

て
平
成
12
年
12
月
に
開
業
、
運
営
主
体
は
Ｊ
Ａ
あ
い
ち

知
多
が
１
０
０
％
出
資
の
㈱
げ
ん
き
の
郷
で
す
。

　

5.3 

ha
の
敷
地
に
農
畜
産
物
直
売
所
、
花
・
苗
物
等
直

売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
鮮
魚
販
売
施
設
、
加
工
販
売
施

設
、
天
然
温
泉
施
設
、
研
修
施
設
、
体
験
農
園
が
整
備

さ
れ
、
年
間
来
客
数
は
２
０
０
万
人
超
、
売
り
上
げ
は

約
34
億
〜
35
億
円
で
す
。

　

整
備
構
想
の
始
ま
り
は
開
業
か
ら
10
年
前
（
今
か
ら

20
年
程
前
）
で
、
当
時
、
名
古
屋
市
隣
接
で
都
市
化
が

進
み
、
担
い
手
農
家
の
減
少
・
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
営

農
意
欲
衰
退
状
況
の
中
、
Ｊ
Ａ
中
心
に
地
域
農
業
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
「
農
と
食
、
環
境
と
福
祉
、
文
化
を

テ
ー
マ
に
し
た
健
康
・
安
全
の
地
域
づ
く
り
」
を
活
動

理
念
と
す
る
ア
グ
リ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
目
標
は
①
土
づ
く
り
を
基
本
と
し
た
持
続
性

の
あ
る
有
機
農
業
の
実
現
、
②
生
産
か
ら
加
工
・
流
通
・

販
売
・
消
費
に
至
る
食
一
貫
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
③
農

業
を
核
と
し
、
商
・
工
・
観
光
等
と
共
に
連
携
し
た
地

域
複
合
（
６
次
）
産
業
の
形
成
、
④
自
然
生
態
系
（
エ

コ
ロ
ジ
ー
）
と
人
間
生
活
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
が
調
和
し

た
農
業
・
農
村
文
化
の
再
生
、
⑤
人
生
80
年
時
代
を
す

べ
て
の
人
々
が
健
や
か
に
生
き
る
社
会
（
少
子
高
齢
化

社
会
）
へ
の
対
応
で
す
。
そ
の
具
現
化
の
た
め
当
時
農

業
１
等
地
の
こ
の
場
所
に
整
備
を
考
え
ま
し
た
が
、
当

然
組
合
員
か
ら
は
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
と
反
対
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
組
合
員
と

し
て
も
反
対
し
て
い
い
の
か
、
賛
成
し
て
い
い
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
反
対

の
糸
口
を
紐
解
く
た
め
、
当
時
の
組
合
長
の
強
い
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
Ｊ
Ａ
職
員
は
集
落
や
各
組
織
へ

何
度
も
何
度
も
説
明
会
を
行
い
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら

の
意
見
聴
取
、
か
な
り
真
実
味
の
あ
る
細
か
い
説
明
に

よ
る
説
得
な
ど
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
最
終
的
に
農
家

が
納
得
で
き
た
の
は
、
Ｊ
Ａ
組
織
で
は
な
く
別
組
織

で
独
立
採
算
の
株
式
会
社
と
す
る
こ
と
、
農
家
自
身
も

高
齢
化
に
よ
る
労
働
負
担
の
大
、
バ
ブ
ル
崩
壊
に
よ
る

流
通
経
費
の
高
騰
、
市
場
流
通
と
い
う
人
任
せ
の
商
売

へ
の
疑
問
が
あ
る
中
、
大
商
圏
の
名
古
屋
市
が
隣
に
あ

る
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
決
め
手
に
な
っ
た
と
い
う
お

話
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ー
ド
着
手
前
の
啓
発
・
合

意
形
成
が
十
分
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
今
の
成
功
に
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

　

げ
ん
き
の
郷
は
開
業
10
年
を
経
過
し
、
今
は
第
３
次

中
期
計
画
（
平
成
22
〜
24
年
度
）
を
定
め
、
更
に
「
健

康
・
福
祉
・
食
と
農
」
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
積
極

的
に
地
域
と
の
関
わ
り
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
総
体
的
な
資
質
の
向
上
は
必

須
で
あ
り
、
地
域
経
済
と
の
連
携
を
含
め
、
組
織
・
事

業
・
経
営
・
人
づ
く
り
の
全
て
の
面
で
体
質
の
強
化
を

目
指
し
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

当
市
と
は
周
辺
環
境
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
な
考
え
方
や
取
組
み
方
な
ど
大
い
に
学
ぶ
べ
き
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。
何
事
に

も
人
づ
く
り
が
重
要
で
あ

り
、
目
指
す
こ
と
に
対
し

て
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て

取
組
む
姿
勢
の
大
事
さ
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。

地元農畜産物の地元農畜産物の
直売比率が 80％直売比率が 80％
の直売所の直売所

質
問  

市
長
は
新
潟
日
報
社
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
、
当
市
は
「
原
発
か
ら
50
㎞

圏
外
に
あ
り
、
原
発
事
故
に
よ
る
直
接

被
害
は
考
え
に
く
い
」
と
答
え
た
と
報

道
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
、
原
発
の
危

険
性
は
専
門
家
で
な
い
か
ら
分
ら
な
い

と
再
三
言
っ
て
き
た
が
、「
50
㎞
圏
外

だ
か
ら
被
害
は
考
え
に
く
い
」
と
言
う

根
拠
は
な
に
か
。

　
　

  

被
害
範
囲
を
調
べ
た
わ
け
で
な

い
が
、
報
道
で
は
直
接
被
害
が
あ
っ
た

地
域
が
50
㎞
程
度
だ
と
思
っ
た
。

質
問  

福
島
原
発
事
故
は
収
束
し
て
い
な

い
が
、
福
島
県
の
放
射
線
量
等
分
布
マ
ッ

プ
に
よ
る
と
、
高
濃
度
の
土
壌
汚
染
範
囲

は
福
島
原
発
か
ら
80
㎞
〜
90
㎞
程
度
ま
で

に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
手
県
の
稲

ワ
ラ
や
埼
玉
の
お
茶
な
ど
も
汚
染
さ
れ
、

出
荷
停
止
と
な
っ
て
い
る
。
大
室
浄
水
場

の
汚
泥
か
ら
も
高
濃
度
の
セ
シ
ウ
ム
が
検

出
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
空
間
の
制
限

は
な
い
事
故
で
あ
る
。
新
潟
県
産
米
か
ら

放
射
性
物
質
が
来
年
も
検
出
さ
れ
な
い
と

い
う
保
証
は
な
い
。
そ
れ
で
も
50
㎞
圏
外

は
安
全
か
。

答
弁  

勉
強
不
足
で
よ
く
分
ら
な
い

が
、
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
も
間
接
被
害

が
及
ん
で
い
る
。

　
　

  

市
長
は
あ
が
の
新
報
に
、「
議
員

の
活
動
が
よ
く
見
え
て
い
な
い
。
議
員

の
定
数
削
減
を
や
り
、
報
酬
ア
ッ
プ
や

通
年
議
会
の
実
現
を
は
か
り
た
い
」
と

力
説
、
と
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
選
挙

目
当
て
の
発
言
か
。

　

現
在
、
市
議
会
で
は
議
会
改
革
の
た

め
に
先
進
例
を
調
査
し
、
議
会
基
本
条

例
を
作
成
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
案
は
完
成

し
、
12
月
議
会
に
上
程
す
る
予
定
だ
。

　

定
数
削
減
し
、
報
酬
を
増
や
し
職
業

化
さ
せ
、
通
年
議
会
に
し
た
ら
、
議
会

が
本
来
の
役
割
を
存
分
に
発
揮
し
、
市

民
に
良
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
実
例
が
あ
る
な
ら
、
視
察
に
行
き
た

い
の
で
紹
介
し
て
欲
し
い
。

答
弁  

市
長
選
挙
、
市
議
補
欠
選
挙
で

地
域
政
党
と
し
て
掲
げ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
だ
が
、
議
会
基
本
条
例
は
評
価
し
て

い
る
。
活
性
化
し
た
実
例
は
知
ら
な

い
。
理
想
を
掲
げ
た
。

答
弁

?

緊
急
質
問

質
問




